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EXEMPLAIRE No. 


★ 外山卯三郞著.マルク•シアガル畫集 
女五百部限定版 • 昭和七年十一月刊行 





アンドレ•サルモンの《マルク•シアガル》ぶり 





作品 目錄 

原色寫眞版 

1醉ぱら ひ 

2 ヴィテブスクの墓場 

3 私 と 村 
4老 猶太 人 
5 扇を持つ 女 
6猶太人の僧侶 
7誕 生 日 

8 馬 車 屋 

9 男 の 肯 像 
10靑 い 家 

I 色寫眞版 


1筆者 の 


妻 


九一一年作 

九一一年作 
九一四年作 

九一五年作 


九〇九年作 


2 梳 る 
3家 族 
4詩 人 

5 滔を飮む軍人 

6 圆 體 と .皿 


7 ロシアに捧ぐ 

8 ロシアに捧 C 

9家畜の進行 
10黑ぃ愛人達 
11踊 子 
12ある 男の 像 
13時 計 
14祈る猶太人 
15裸 婦 

16 ヴィテブスクを越へて 

17休日(水彩) 

18 デディ カス 


一九一一年作 


一九一一年作 
一九一一 —— 一九二一年作 
一九一二年作 


一九一四年作 
一九一四年作 
一九一四年作 
一九一四年作 
一九一四年作 
一九一五年作 
J 九一七年作 


19 現 燊 

20私 の ® 

21灰色の風景 

22スフ ィンク 

23水 彩 
24花を持つ娘 
25花 

26 アイロン 掛の女 
27二重の背像 
28 口-シアを 越へ て 

29學者 の 妻 
30《死せ る 魂》のた めの 銅版靈 
31 セロ 彈き(銅版) 

32 ル•シ ル ク 
33 風景と 花 
34 アク ロバアト 
35 ル•シルク(ダワァシュ ) 


九一七年作 
九一七年作 
九 一 七年你 


九二四年作 
九二四年作 
九二五年作 
九二五年作 


九二六年作 
九二六年作 
九二七年作 
九二七年作 


40 89 38 37 36 





馬上の道化者(グワァシ 
讀書する農婦 
雄鷄の上に 

グワ ァシュ 

自畫像(銅扳集) 



一.九二七年作 
一九二七——一九二八年作 
一九二八年作 
一九二八年，作 
一九二九年作 
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マノレク * ンァガノレ畫集 
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フロスとテュデンホルトの《マルク•シァガルの藝術》より 





テュゲンホルトの《マルク•シァガルの■術》よ VJ 











マノレク•レァガノレの禮讃 



シ1ツルムの《マルク •シアガ，レ > より 







ユフロスと テュゲンホルトの《マルク.シアガルの藝術》 より 





マルク •シァガルは 一八八 七年七 '； 1 七日•ロシアの一寒村ヴィテブスクに生れた猶太 人で ある 0 
ある 批評家は 小さい 吳服屋 だと言つてゐるが、乾物商だとも言つてゐる、孰れが眞實 とも不明で ある0 
彼自身の言葉も 一定してゐないが、そ -0 囘想談 U よると、兩親達が町の大火に遭遇して、 家畜小屋のや 
ぅな家にゐる頃 出產 したのがマルク•シァガルであると - ff つてゐる。兎に角非常に貧しかつたと 
言ふことだけは、確な ことら しい0 * 

妣評家モリス •レィナ アルの言葉に よる々らば、シァガルの 繪を 描き初めた のは- J 九〇七 年であ 
ると して ゐるが、これは 彼の 二十歳頃に相當 する ので、 どぅも 十分信じられない 。恐ら くもつと 以前 
から 描いて ゐ たらしい ことが、その 自敍傳の 中に見出され る〇從 つて この 一九〇七年と 言 ふのは、 こ 
とによると彼が。 へテルスブルダ(現在の レ ー ーーングラァド〕 の 美術學校に入學 した年で ある.かも 知 
れな い。 i この美 術 學校も入つて 見る と、彼の憧れてゐた世界 - i はまる で 違つ た、 サンチマン D 古死 
した一っ の牢獄にも等しかつた。 そこには 有名な裝飾畫家レオン•バクストが敎鞭を とつてゐた。 

♦この點1:就いてシアガルの自記錄 <Ma vie》4» 參照されたい。 

** Maurice Raynal, Anihologie de la Pcinture en France. 1927 . 



從つて彼はバクストに接近することは出來たが、然し學校は中止してしまつた。それは彼が繪を斷 
念したからではなく、學校を斷念したので、彼はいょいょ志を抱いてパリに出ることにした〇その實 
現を見たのは一九一〇年であつた。 

シアガルは旣にこの一九一〇年までに、注目すべき作品を相當描いてゐる〇「結婚式 J (0を.>一0*。 
Mauteau, R:ris) とか「マダム•シアガルの肖像」 (cell.vcn Grrvens, Hanover) とか「埋葬奪と言ふ乍品 
は孰れもこの時代の作で、。ハリに出る以前の作品と言へる。それは寫實的な深さのある個性的なも 
のとして注目され る だら う。 

彼が パリに 到着した一九一〇年頃から、キュービズムの運動は次第に勢力を持つやうになり、彼が 
パリを離れた一九一四年頃が、最も隆盛を示した時と言へるだらう〇從つてシアガルのパリに於け 
る製作には、このキュービズムの感化が見出される。然しこれはシアガルがキュ！ピストであつた 
と言ふこととは、全く異なつてゐるので、ワルドマル•ヂョルヂュも言つてゐるやうに*、ただ彼が自 
分の繪畫 的な表現の一つの方法として、キュ ー ビストの手法を取入れたと言ふに外ならない 〇 それ 
はただひとりキュービズムだけではなく、マックス•オスボルンが言つてゐるやうに**、セザンヌの. 
* Waldemar George,slarc Chagall, 1925 • 

** Max p;born, Geschich'b' der Kimst, 1920 . 
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« 的な敎養をも吸收 して をれば* アンリ•ルゾオの子供の やう/ ; 直感をも學び とつてゐ る。 否もつ 
ともつと-/ランス 繪畫の もつて ゐる總ての繪®的な感覺を學び とつたと 言 ふこと •か出来る。 それ 
程彼の感受性そのものが驚異的であり、銳敏であつたと言へるだらう。 

この一九一一年から一九一四年と言ふ數年間のパリ生活は、シァガルの生得的な藝術的感覺を純 
.粹ならしめただけではなく、その豐な藝術的な天分をして沸沸として湧きたたせたと言ふことが出 
來 る。 この間彼の作品は主として アンザパン. グンに出品された。一九一四年にはギョム •ア ポリ 
ネ H ルの勸吿で、約二百點の作品をベルリンに送つて*ンュトルムの陳列場で展覽した。これは|大 
衝動となつて表現主義の繪畫をゆり動かしたと言へる。その中には一躍彼の名を世界的なら しめ 
たものがあ>。例へば「私と村」 0011,11216 6口^《，！^两103)とか「家畜の行進」とか「老猶太人」とか薛ひど 
れ■がそれ で、 それがシァガルの獨自な感覺であることは言ふまでもないが、そこに巧みにキュービ 
ストの手法がとり入れられてゐるのに氣づくだらう。然し嚴密な意味で彼はキュービストではな 
いやうに、又表現主義者でもない。そのことは彼自身の言葉にも見出される。 

《私はただ印象派だけではなく、初期のキューピストの作品にも橫つてゐるレアリスムを探索し 
た。前者に於いては光の理論にょつて分割された外面的な、風景の形式を捕へてゐる。後者に於い 
ては第三四次面の研究に應じて、變形された靜物を捕へてゐる。 
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《未來主 _ は決して法外なものとして私を刺戟しない、何故と言ふならば第一に未來派は支巧的な 
巧妙 さの陷缺を許して ゐるが 、さうした傾向はキュービズムに、速度と言ふ要素以外に可物をも加へ 
ないからである。私の努力が ドイッの 表現主義の それと平行してゐるかのやうに記述されてゐる 
力それは 文學的な運動か、 さもなければ、勘くとも名目 だけが あまりに寫實的なもので•さうした事 B 
に私は 實任を持たない 0»$ • 

この 言葉を 見ても、 彼が 小さい 繪畫 的なエコールにとじこめられることを好ます、彼の獨自な世界 
を 築き上げょ うとしてゐる 事を 感じることが出来る。ドイッの批評家達は、この偉大な畫家を もつ 
て表現主義者として 解釋 しょう.と努めてゐる 。例へ ばジィドォ等は、表現主義を四つに分別して、そ 
の一つに 幻想的な 表現主義 者 phasastische Expressionist と言つてゐる 〇** シァガルの繪畫が幻想的で 
あると言ふことは、 何人も否定し ないことで、オスボルンも、 幻想的な 素朴な物語の世界 eine phantast 
一 sch,naive Maerchenwelt と言つてゐるやうに當然であると言へる。然し幻想的であり物語的である 
と 言 ふことは、直ちに 幻想 的な表現主義者であることとは、區別されねばならない〇從つて幻想的で 
あると 言 ふことと、 幻想 主義者と 言 ふこととは異つてゐる〇シァガル自身は自分の繪が幻想的であ 
* Mauriee Raynal, ibid. 

von Sydow, Die deutsche expres 3 ionistische ICUIcr und Malerei: 


6 



ると ff はれることを非常に喜ばないと共に、又自分は寫實主義 r 6 aliste であると、® く信じてゐる。 
從つて私達はシァガルを6つてレアリストと言ふに躊賭しない。何故と言ふならば、それは1:だ單 
なる視覺的な意味に於けるレアリストでもなければ-又知覺によつて探求する意味のレアリストで 
もない。彼はただサンチマンの意味に於けるレアリストと言ひ得るだけに過ぎないだらう。私達 
はこの點に就いて述べて置かねばなるまい。 

★ 

私達はここで繪畫に於ける情緖の寫實性と言ふ最もディオー I ゾス的なオリアンタションに就い 
て.物語6ねばなるまい。それは畫家の持つてゐる情緖的な感受性を主とするもので、情緖によつて 
感受された眞實さを視覺や知覺^ vn ! 1に還元することなしに、素直に又大膽に It 畫的に表現しよう 
とするものである。從つて私達はそれを《情緖の寫實 r & lite( de smiment と言ふことが出來る 
だらう、〕 

私達人間が最も原始の狀態にある場合には、その殆ど悉くの行動は私達のサンチマンによつて支 
配され、アンテリヂアンス(理性)と言ふものを極端に尊重したことだらう。然し人間の文化が極端に 
進步し發達した今日、私達人間の最も尊重してゐるものは、人間の純粹なサンチマンであると言ふこ 








とが出來るだらう。特にそれが非理論的な藝術の世界に於いて最も重要視されてゐると言ふこと 
が出來るだらう。原始的な人間に於いては、私達現代の人間が所有してゐるやうな、理論的な知識と 
言ふものを持つてゐなかつた。從つてさうした原始的な人間が、動物の生活から上昇するためには、 
どうしても優れた知識を-持たねばならなかつた。生物學者がかうした人間を名づけるにホモ•サ 
ビエンス!1!0303印苌35と言ふ言葉を用ひてゐる。《知識のぁる人》と言ふことか6、人間と言ふ名稱 
•か生れてゐるやうに、それ程知識と言ふものの必要が感じられてゐた。從つてその半面に、原始人ば 
溢れるやうに豐かなサンチマンを持つてゐた。彼等の言葉、作品、信仰の總てを'見ても、それは一篇の 
ボ H ジィのやうにサンチマンに充されてゐる。これに對して現代の人間は、この知識を極端に合理 
化し又理論的に精密なものとしたために、サンチマンと言ふものが非常に缺乏してゐる。從つてそ 
の反動として•現代程サンチマンと言ふものの尊重されてゐることは稀れでぁる。特にそれが藝術 
の世界に於いて、最も著しく現れてゐると言ふことが出來るだらう。現代の私達は長いサンチマン 
を忘れた傳統のために、繪畫に於けるサンチマンを重要視することを知らないでゐた。然しそれが 
二十世紀に入るに從つて*家の魂は眠りから呼びさまされて、今や畫家のサンチマンと言ふものは 
非常に尊重され重要視されるやうになつたと言へる。 

それは藝術の世界が感性の世界でぁ.〇•その感受性を除外しては、藝術の美と言ふものを感受するこ 


とが出來ないこと t 考へ VI 少らである)從つて * 家はその視覺を信じる こと もなければ、又知覺ノを 
求めることもなく、ただ畫家に惠まれたサンチマンをのみ、唯一の藝術的な 羅針盤としょぅと考へ仁 

I il j ■ 一 , 

ものと 言へ る。畫家が自然を見ると 言 ふことは、決して r : だ機械的な視覺の反映ではない。それは 
尠なくとも畫家の心の反映された、反畫家の.サンチマンに感受された自然で •あり、 物で あると 言 ふこ 
とが出来る。從つてその物が物らしく又自然らしくないにしても、それは決して作畫的な問題とは 
なつて來な い。 何故と 言 ふならば、かぅしたオリアンタションを持つ繪畫は-旣に畫 M の！！ を輝き E 
家の物に對す頌歌を表現するからである。繪畫的な問題となるのは、その畫家のサンチマンがはた 

f ― k I \^«[\uy^ %mj\yfr 1)- -1 r Hr, I 备 krr k), I ■_■1_ v//l\ll/LV }/ — intff k\l/f w)y/r if f \ 

して繪 J 


, i. wyf -1 r— - i ■-!.#\1 -i-grl 5 ■■■ in ^ - /—K)#\y\ /\>/\ I ( X - > — ' 

:であるかどぅかと言ふことである。サンチマンが繪畫的であると言ふことは-繪畫的に 

f V ' /\ ノ，\/1…ノ . ' 

純粹化され又繪畫的にフォルメされてゐると言ふことである。畫家のサンチマンはその畫家に惠 
まれた一つの素質であり、精神であり-心で•ある。 

畫家がそのサンチマンに感受された眞實さを表現するならば、それは最もその畫家に固有なもの 
であり、個性的なものである。物は如何なる®家によつても' 見られることも出来れば、感受されるこ 
とも出来る。然し畫家のサンチマンと言ふものは、一人の畫家以外に何人も持つことの出來ない、又 
感受することの出來ない獨自な頌歌である。そのサンチマンによつて感受された眞實さと言ふも 
のは眞に個人的なものであり獨自なものである〇その眞に個人的な獨自なものを表現しよぅとす 






る場合に、私達はサンチマンのレアリテと言ふことを考へる。それが繪聲として成立するためには 
レアリゼされるのであるが、それが言はばサンチマンのレアリザシヨンであるところに特色がある 
と言へる。 

私達はかうしたサンチマンのレ T リザシ.ヨンの中で最も特異なオリアンタシヨンを持つ畫家と 
思はれる一人を擧げるならば、それはマルク•シァガルである。卽ちサンチマンのレアリテを直求 
するのであるが、それが物語的 fictif である場合を意味するのであつて、私達は特にサンチマンの勿 
証的なレアリテ r &' l . t 6 fictive de sentiment と言ふことが出來るだらう。私達はそ 0 ®も顯著な畫家 

として、 マルク•シァガル以外に擧げることが出來ないだらう。 

本 

シァガルはこの幻想的なサンチマンを寫實しょうと努力してゐる。一九一四年には歐洲の大 ife 
が開始され、それに先だつてシァガルはロシアに歸還しなければならなかつた。續いてロシアの革 
命が勃發して外界は多事を極めてゐたが、シァガルはその中で泰然と製作に沒頭してゐた。彼^そ 
の間に鄕里ヴィテブスクに、美術學校を設立したばかりでなく、勞農政府の求めに應じてモスクワの 
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〈猶太人室内劇場>の壁*を完成し仁。一九二 U 年に彼が再びョーロッパに出るまでの七八年間 
を彼は故111に生活し仁もので、この間に彼の傑作と言はれる多くのものが描かれてゐる。 

フランスに 於いて洗錬され 純粹 化された彼の 繪畫 的な 感覺 は、故國ロシアの風土の中で豐かな美 
しさを見せ、絢爛と花を開いたと言 ふこと が出來る だら う。 そこには 彼の歸鄕を まち佗びてゐた愛 
妻を見出し、想ひ出深い友人、家畜、家家が現存してゐた。而して「生誕日」を描き、『散歩」 ( Mled-Art mo 
{^3クか！^〇$〇10とか〖二重の肖像」(1918)を描いてゐる。彼自身が言つてゐるやうに、彼の繪には必す 
r 愛妻の姿が現れる。又彼の生活を物語る〈私の生活〉と言ふ二十枚の銅版畫を描いたの もこの 時 
代である。 

- これ等の作品を携さへて、一九ニニ年に彼はドイツ(:出た。彼はベルリンで自分の舊作に接する 
ことは出來たが、自分自身の手にはもどらなかつた。然し再びギァレリイ•ルッツで個展を開催し 
て、百四十餘點の歸國中の作品を發表した。續いて一九二三年にパリに住むやうになり、再び彼の作 
畫生活は開始された。一九二四年には傑作「二重の肯像二 Collection Gaffsruls) が描かれてゐる。 

一九二五年の正月に、ギァレリイ•バルバザンジユに於いて個展を開催した。かうして シァガ ルの 
藝術は全世界に、こだまするやうになつたと言へる。 

シァガルは現在の H コール•ド•パリに於いて、特殊な藝術的位置を占めてゐる。それは正にパ 
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リ畫壇に f 出た K ラブ精神 Q 花で f 、 鄕土的な色彩の讃歌で t 4 へ气彼 Q サンチマンは 
文字通り幻想的なものであり、神祕の焰を燃やしてゐる〇ワルドマル•ヂョルヂユは彼を OQgs , 一 gp 
°?er (偉大な幻想家)と言 ひ、 ダス タブ. コキオ.は《あまりにも淸らかな幻想と色彩のあまりにも不可 
m で II な K 術》〇 plus extraordinaire 

この言葉は決して誇張では なく 眞實である 〇こ£ くべき イマ ヂエル も亦一人のレ了リストたる 
こと f ぬ I かれない 〇 、ンァガル 2 畫は正に幻想的な寫實で？、 モリス•レイアルの言ふやうに、 
<$ 色 された“ /？祕主義》 Lc 日 y 51 ;;2. g 3 ； 8 or いで あると 言 ふこと が 出來るだらう 0 
シァガ ルの緻畫はその形式に於いて i ティシスムであり、 イマ ヂナティ フである だけではなく 
その色彩に於いても亦十分 K ラヴ 的な神祕 さを 表して ゐると 言へ る。 その 約爛たる色彩、テユゲン 
ホルトは この色彩を《燃えるやうな © かな色彩》^5.巧 『 p'seich と言 ふ 言葉で 呼んで ゐる〇 然ノそ 
れは ナナ シァカルが多彩 r ! 7 « な又原色的な* 效果を持つてゐると 言 ふことだけではなく、ただ一色を用 
ひたとしても、そこには幾.千幾萬の變化が現れ、光輝をはなつ色彩である J . イヴァン•ゴルは彼の「夫 
f 言ふ—を見て、一つ QII にもきらめく一つの—の蛋白石の紫石英の f 言ひ • 「妻の 
肖像1ては一つ s 、 IQf 持 — Q ちらばつ 5— 、神に f S のやう14つてゐ 
るここにシアガルの描く色彩の美しさがあ.ると言はれるだらう h 
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テ t ケンホルトはシァガルを論じて►シァガルの藝術は< \つの夜の一 r «> einezac \\ t:kunst V •彼は 
夢の形象を把握して•その夢の形銀の中に紙合され仁過去をもつ〈現在的なもの〉を理解すると i 然 
しシァガルは夜の夢ょりも晝の夢を好むだらう。私達は彼のサンティマンそのものがフィクティ 
フであり、イマヂナティフであることを知つてゐる。その生活が幻想的であり、神祕であつて、それは 
もはや eine Nachtkunst ではなくして〈一つの生活> ehies Lebeu であると言へるのだらう。 

一九二四年にガレリイ•カドべエルで、一九二六年には《カアトル•シユマン》で、一九二六年と 
一九二七年はガレリイ•グラノフで展覽會を開いてゐる。その間に彼はゴオゴールの《死せる魂》 
の 銅版揷 繪を描き、{ラ•フォンテヱヌ》の物語を描いてゐる。この當時のシァガルのことを、イヴ 
ァン-•ゴルは面白く物語つてゐる。 

女 

t — シァガ ルはまるで子供のやう だ。さもなければ まるで 女のやうだ。實世間に憧れないごと 
この 上もない が、 しかも 彼は天啓を受けた 人のやうに、一つの確實な心理を持つてゐる。シアガルは 
パリへ やつてきて 一年半もたつ てから、 バルバザンヂユで 一九〇八年から.一九二四年までの、彼の全 
ポ J.l\l 〔 enhuld, Disr minstler Marc Chagall. 
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作品の囘顧的な展覽會を開いた: 0 年老つた猶太人、ロシアの墓場(ヴィテブスク )- 飛びて行く戀人•こ 
の世のものとは思はれない風景畫、ぞれ，等はもう誰でも知つてゐる。この展覽會で一番私達の興味 
をもつたものは彼のパリでの新しい作品であるノ； 

それはたつた三枚である. 0 〖夫婦 j 妻の像」〖花束 r . さ.あ、諸君はこの題を聞いたか？ 諸君はそれ 
をどう思ふ？それは單純さへの力强い一足ではないか。アネクドートもない、詩もない、それは確 
固たる繪'なのだ。動かし難い古典的な形式。見ょ、シァガルは今や一躍してフランス的な畫家にな 
つてしまつたのである。しかも一線と雖もアングルの線はなく、一.點と雖もゴッホの點はない。そ 
れは何もかにもシャガルなのだ！ 今や彼は色の面で描き、最早ィデォロギィで描かない。それが 
パリとオレアンとの大きな相異點なのだ。そしてその色は.どんな色だらう？ 『夫婦」では一つの白、 
幾百樣にもきらめく一つの白、綠の蛋白石の紫石英の雪 d f 妻の肖像」では.一つの黑、百萬の陰を持つた、 
星のちらばつた、神祕的な、神に充ちた、幻のやうな黑〕それに反して「花束」では新しい、これまで發見さ 
れな力つた色の爆發花火」シァガル！ シァ.ガル！ 古典的！ 靜かに堂々と！ 如何なるキュ 
ビストも達し得なかつた所へ彼は樂 々と 到達し t : ——そして第一人者としてルーヴルの門の前に 
立つてゐる。 

これょり以前彼が了ヴ H 一| r {•ドルノレアンに着いたばかりで、まだ頭の中がごたごたになつてゐ 
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た時幅の廣い獵犬のやう I :® つ u 鼻をした一人の g 人がやつて來 f : osp ち、ル ノア ールや ゼザンヌ 
を發見したアムブロアズ.グォラールである〇そしてゴ I ゴリの《死せる魂》.のために八十枚の 
H ッチングを作ることを彼に注文した。それは精神的にも物質的に も 救ひの手であつた。 

それ以来といふ ものは、訪問し さぇすればシァガルは 家に ゐた〇 彼は靴屋の やうに 坐り込んで i 
板の上を 叩いて ゐた。實直な神の職人り まるで 熱病に かかつた 病人の. そばに、 その 妹がつきそつて 
ゐるやうに、 彼の妻は彼の そばにつきそつて 《死せる魂》 の 一章を 讀んで聞かせてゐた 。二人は S 
ぇず笑ひ續けてゐた。 七つになる 娘の イダはピアノから跳ん，で來て一緒にお話を聞かうとする。 
かうしてゴーゴリのファンタスティックな 物語は、 ロシアのすべてのユーモアとすべての悲劇と共 
にこの一風變つた家族の大笑 ひのうちに、新しく形づくられてゆく ので あつた 〇三 人のう ちで 一番 
やん ち やな子供で為るマルクおや t ; は、 顔をしかめたり、娘に 舌を 突き出したり、 妻 君を突つつ いたり 
自分の頭の毛を搔き むしつたりしながら——デッサンをとり、 銅板を 叩き、 眼を きょろつかせる〇こ 
の一聯の H ッチングこそは a シアの新しい創造である。 

シァガ ル、程オリ アン タァルな神祕 さと-フランス的なシックな感覺とを巧に結合してゐる畫 家は、 
恐 6 く稀れ であると 言は ねばならない 。彼の藝術は 美しい形成と色彩との模様をもつて溢 n る P 



，ァなサンチマン0>頌歌を織る錦で 6 る。 その 絢燜 とした感覺と 感受性の 美しさは正にサンチマン 
の 虹を描出す る 幻で あると 言 ふこと•か出来るかも 知れない。彼のやぅに本能 的な美しい豐かな素 
質を持つ畫家は、稀れに見る天才と言はねばなるまい。 
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マノ レ ク • ンァガ ノレの 傳記を中心どして 



T ンドレ•サルモンの《マルク•シアガ凡》よ” 




フロスとテユゲンホル 


卜の .（ マルク*シアガルの藝術 ） より 





貪 

マルク •シァガルは一八八七年の七月七日に、 ロシアの 小村ヴ ィテブスクで 生れてゐ る。 それは 
世界地圖のどこを探しても發見されないやうな、文字通りの小村で あるに 過ぎない。然し シァガ ル 
を•生み落したそのヴィテブスクは-私達の.心を一杯に する 大きい面積を示して くれる 〇 そこで彼の 
幼年時代を過し、又靑年時代を過さうとしたのであつた。だが藝術の神 ミ ュズは決して シァガルを 
人の知らない寒利の百姓や乾物屋としては止めて置かない。彼は. j 九一.〇年に遂に憧れのパリに 
っぃた。 

私達は もうこのやうな 物語を書く ことを 中止しょう。 それょりも 私達が折角 シァガル自身が、 思 
ひ出の糸を縦いて記してゐる《自分自身を物語る》と言 ふ 一文を、 ここに 擧げ ねばなるまい。これ 
こそ 彼を慕ひ、 その 館を尋ねて その 話しを聞く、 それと 同じ親しい 力と、 潤 ひのある一ーュアンスを もつ 
て私達に迫つて來るからである。 

★ 

私は一八八七年にヴィテブスクに生れた。兩親は半農、半勞働者で貧しかつた。親爺は蒼い眼を 
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してゐたが、手は胼 ® で凹凸してゐた。働いては祈り、さうして默々としてゐた〕 

やは b 私も默り屋であつた。私は何にならう とい ふのか？. 斯うして 一生涯、壁の前に坐つ てゐ 
ょうとい ふのか？ それとも 樽を擔ぎ廻つて暮 さねば ならぬ とい ふのか。私は つくづくと 自分の 
手を眺めやつた。餘りにも繊弱な手であつた。：：何かしら私はデリヵな仕事を見つけなければ 
な 6なかつた。 空と 星；に別れを吿げ させることのない やうな、さう して 私に しみじみと生き甲斐を 
發見さしてくれるやうな、さういふ 仕事を。 

さう だ、私は それを 求めて ゐ たのだ。然し私の田舍では、私に對つて〈美術〉だの〈美術家〉だの 
とい ふことを 口にするやうな ものは 一人と して 無 かつた。 それこそ 偶然であつたが、町から來たあ 
る友達が私の描いた幾敉かの素描を見て〈いや君はほんとの美術家だ！〉と叫んだことがあつた？ 
——私は〈美術家つて何 さ？〉 と訊きかへした。 

が、少しづつ、私は自分を發見して行つた . 

十九の年に私は一文無しでぺテルブルグへ弃つ仁。私はせつせと勉强した。しかし、ほんの時た 
まにしか飯にありつけなかつたので、つひには街頭で打倒れるやうなことにもなつた。私はせめて 
飾窓のうちに ある メーーューを見て滿足してゐたもので ある。 

やがて美術學校へ入學したが、問もなくおさらばを決めてしまつた。美術學校 とい ふやつは世界 
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中何處へ行つて も 同じ &のではないだらぅか。その後、間もな/、レオン.パクスト {: 紹介され |:0 
巴里の こと や、セザンヌ、ゴォギャン 、ヴン•ゴ ォグに就て話して くれた 最初の 人で あつた 〇また露西 
亞バレ ー の裝飾助手として巴里へ一緖に連れて行つて やらぅともいつてくれた 〇然し私は 斷 はつ 
た。巴里へは一九一〇年に單身で出かけて行つた。さぅして モンパルナスのラ，ルューシュ La 
Rug - e ——蜜蜂窩——に落着いた.。先づ最初にルゥヴルへ行つて、無暗矢鱈に案內者 もつ けす 
に廣間から廣問へ、廻廊から廻廊へと徘徊ひ步いた。私は伊太利繪畫や フランドル 繪畫を觀て步 い 
たが、しかもなほ他のものを望んで ゐた 。ふと大畫廊を去つて、邦々の廣間へ這入つて行つた。共處 
で ド ラクロア や、 ク ー ルべや、 マネ やの佛蘭西繪畫の啓示に接した時には まつた く 茫然自失してしま 
つた。 〆 

-いや、私はそれらの繪の主題さへもわからなかつた。(ドラ クロ アに參つたのは ェクスブレッ 

ショ ンの偉大なるが爲か との お訊ねに答へていひます 。) K ラクロア や マネに あつて私が 特に讃歎 
したのは質であつた。間もなく私の アトリ H は畫布で一杯になつた。時折ブレ H ズ•サンドラル 
やヵヌドが珈琲を持つて来てくれたり、飯を食はせてくれたりした。小さな友人仲間が私を精神的 
に元氣づけてくれた。今の二人のほかには アポリネェ ル、 マクス•ジァ コブ、 アンドレ •サルモン、 ド 
クロ ォネェ、 アンドレ•ロ ォト、 グレェズ •レィナル、 ロジェ•アラ ー ル、 スゴンザック、アンドレ•ワル 
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ノなどもさぅであつた 0 

一九一一年から一四年にかけて、私はアンデパングンに出品した0サロン•ドォトンヌにも送つ 

た力ここでは拒絕の憂目を見た。-それから、私は今度はこつちから審査員たちの鑑査は御免を 

蒙ることにきめた。 

一九一四年にアポ U ネ H ルの勸めに隨つて•自作の繪を二 IT 枚ベルリンのデル •シュックルム展 
へ送つた。伯林から a シアへ行つた。許婚女をたづねに行つた次第である〇それ以後彼女は 私の 
妻になつて居る。私は.*の丁ンスピラシォン無しでは一枚の繪も描かない.一枚の版畫も作らない。 
ロシアに居るぅちに不意に動員令が降つて、續いてあの戰爭だ，そこでなつかしのパリとラ•ルゥ 
シュのアトリ K とに私の繪は、パリの下宿のベッドの下とベルリンの*廊の壁面とに取り殘されな 
ければならなくなつた Q 

三年を經て革命が勃發した。私はヴィテブスクに歸つた〇少しづつ.私は革命の情熱に 捉へら1 
て行つた。やがて私は家屋畫家を脚場から降りて來さして彼等を私の創設にかかる美術 學校へ入 
れてやつた。それは私の K クスタシィと苦惱とから生れ f : 學校であつたのだ。私はロシア全土の 
敎授たちや、あらゆる美術運動の首領たちを招聘した〇そして私 g 身は敎授 、指導者、 事務員 その他何 
でもかんでも皆やつた。この潮流に無關心で〇ることは不可能なことであつた。私は引きずら rl 
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運び去られて行つ仁ブ委員にも/ J : れば演說もやつ仁 もの だ。 ブロレタリア藝術を論じ、計畫を JE て 
たり、組織を試みたりし?:。一九一八年には 莫斯 科から一つの提言を受けた。それはヵア メルヌィ 
«IJ 場といふ新たに設立されたばかりの劇場の裝飾を やることと.壁 畫を 描くことであつた 〇直ちに 
一切の職務は放擲することにな つた 。 . . 

實 際のところ私はすべての私に負はされてゐた行政的な仕事や、絕ぇ間のない論爭、 I ためにこ 
の二年間といふもの私は仕事の上にかなりに支障を來してゐた——等に疲れ切つてゐたのである。 
しかも私は制作を再び始めたくなつてゐた。乃で.何等の躊躇もなく、家族を引きつれて莫斯科行の 
汽車に 乘り込んだ。 若しかして、もつと圖々しかつたら、自身の地位を利用して、少 くと &三等列車で 
旅することが能きた筈である。けれども、百姓や、山師やそのほかサモヮルや牛乳鋪や、 食料品な どで 
ごつた返へしてゐる彼の群集の中に混つてならないといふ®<4;がどこにあるであらぅ〇誰も皮も 
すし詰になつて家畜專用の貨物列車に乘り 込んだ ものであつた。汽車は罵詈や呪咀の樂音を載せ 
て緩く緩く走つてゆく。車內の空氣は鼻持ちもならない。私たちは種々の事件があつたが兎に角 
にも 莫斯科へ 着いた。停車場は 無數の荷物で 掩護された百姓の一部隊に占められて ゐた。やつと 
0ことで、その群集を押しゎけて宿卜搜しに出かけて行つた〇偶然にも空間が一つ見つかつた〇こ 
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の部屋がまた極端に濕る部屋ではあつたが、そんなことにはお構ひなし.である，抑々.けるとはどん 
なこと力、ただそれさへ良く知つてゐるのなら！部屋を媛めさへすれば、天井や壁から滲み出る水 
は 皆蒸發 してしまふだらう位に考へてゐたものだ。だが每朝眼が覺めて見ると•私たちは*も 小さ 
なィダ(娘)も、私もまるで露にぬらされてしまつてゐるのであつた0私の繪は黄色くなつた0どうし 
たものだらうか。私は敢て抗はうとはしなかつた〇私の聲は不幸なことに、常に何らの権威をも持 
たないのだ。何、構ふものか！私はヵアメルヌィ劇場の壁や天井に眞向から跳びついた0.そして 
あらゆる色彩で塗りたくなつた。古い猶太人の劇場が、內部に腐りかけてゐた舊臭い傳統をぶちこ 
はして新しい運動に飛躍を與へるといふことは愉快なことでなければならぬ〇最初のうちこそか 
なりな困難にぶつかつたが、次第に私の仕事は樂になつて行つた〇若しも諸君が去年巴 里で上演さ 
れたハビーーアを御覽になられ或 ひは ま?:莫斯科に行つてヵァメルヌィ 1 猶太人の劇場 1 を訪 
れる 機會が あれば.恐らく私の苦しみと餓ぇとの數年間が無駄ではなかつたことを御諒解下さるこ 
とと®ふ〕 . 

そのうち私はパリへの ノス タルジィを感じてゐた。自分の藝術は、 フランス 以外の土地では 決し 
て發展 しないことを悟り 切つ てゐた。また、この時代は露西亞を去る といふことは 極めて困難なこ 
とであつたし、 別に祖 國を棄てる氣持は毛頭なかつたのであるが、敎育人民委員長のルナ チャルスキ 
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イ宛に •« はフランスへゆき仁いといふ意志を吿げてやつ^0 

私はシュトゥルムの展覽會へ出品した二百點の繪が見つかるかも知れない とい ふ心賴み からべ 
ルリンに立寄つた。しかしその希望も空しいことが直 C にわかつたひ一九二三年、私は巴里へ歸り 
着いた。其處で、嘗て寢臺の下に押し込んで {§ いた繪の大部分を再び見る ことが 能き て 私は悦び6 
し、驚きもした。繪は；キユスタァヴ • コキイオの世話で，額にいれられて-大事に 保存されてあつた0 
コキイオは私の最初の愛好者で，恒に私に對しては最も信實な友であつた。 

—獨逸で表現派が勝利したこと、 怫蘭 西で & ュ寫 «. 封 yaf の 運動が興つ たこと 及びチヤーリィ•チ 
ヤツプリンがス クリンの 上に 出現したことは 非常に悦ばしい ことであつた。 チヤ ーリィは、 私が It 
の方でやつてゐる ことを シネマの中で追求して居る やぅなもの だ〕シャルロ (チヤ ーリィ) は今日の 
藝術に携はる人々 の 中、私がただ一言 もい はやに も5: に了解し 得る、恐らく唯一の 人诏 である0 

—人は私の繪を尠からず嘲笑した。特に頭を旋らした人物のある繪を。人•か私に放つた非難 
は私が形體に與へた®!譯に當つてゐない。凡ゆる種類の野蠻な名稱 i フ、一!"取^ V 造形的解釋 interpre 
tation plasdqs を流行物たらしめたので はな かつたら ぅか！ 私は御承知の 如く、 これらの非_を 
避けるために何事もしなかつた。いや匕れどころではない。私は、私の審判者たちの意地惡をひ た 
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すら笑つて眺めてゐただけである-屹度物悲しげに。とはいへ、私は自分 G 生涯に一つ 0'. 意味を 

與へたのであつた。•それに、私の周圍の、印象派から立體派に到る凡ての畫家達は、若し敢ていふなら 
ば，あまりにも〈レアリスト〉であるやぅな氣がするので办る。 

彼等と反對に、つねに最も私を惹きつけたものは、%1 i や耐のいはば和^ a : な、眼に見ぇない側面 
である。これなくして外的な眞は、私にとつては完全ではないのである。この一事は、私がファンタ 
スティックなものに助けを求めるのだといふことを意味しない。 

意識的に、意欲的にファンタステックたらしめた藝術は私にとつて絕對に緣なきものだ。かかる 
見地ょりして、シエロ I ム•ボッシュとか、ブルーゲルとか、オディ ヨン •ルドンとかいふ畫家たちと 
私との間こ、、何等共通するものはない。彼等のファンタスティックなるものは想像されたものであ 
り、欲求されたものであり、サンボリックであり、屢々、文學的である〇が、〈リアル〉では全然ない0 

畫廊を彷徨つてゐて、傑作から傑作、巨匠から E 匠と、步を運んで居る時、結局に於て何ものかが缺け 
て居るとおもふ不滿、かかる不滿の念を懷くことはないか。この何物かが、常に私には缺けてゐたの 
だし旣に私の幼年期に於て缺陷をなしてゐたのである。さればこそ•凡ての學校風の規 W や、^«的 
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な 方法よりは、寧ろ、或る人々には 理解して & こへる意味1: おいて、 精神錆亂なるものを 擇ん f : ので あ 
る。理論の勝利といふものに、私は一つの限界を與へようと欲した。尤も、それが全然不必要 だとの 
謂ではない。却つ て、 人間なる組織體を、その具有するありとある本能を、そのままに I たと へ、 それ 

らの•本能が如何に異常なものであらうとも-單に精神から解放するのみでなく-その出發點 

に引戾さうと欲したのである。智的な藝術は私たちを完全に動かすことは能きない。 

. —畢竟、繪畫藝術 cart pictural •か次第に裝飾藝術の方面に向つてゆくことは否めない事實で 
ある。それは杣象的なオルヌマンタリズム Ornementalisme のうちに融けてしまはうとして居る。 
象微的なアラベスクに、象形文字に稍々接近し行きつつある。繪畫藝術は應用藝術の御川を勤めて 
居るのだ。かくも智的な、かくも發明なる今の時代が、純粹に形式的なこの藝術以外に再生させるこ 
とを識らないといふのは惜しむべきことではなからうか。蓋し、この藝術のふところに、藝術家は實 
に安らかに身を潜める.ことが能きるものであるが . 〇 

旣に久しい以前から人類は藝術の外面を、その外衣を歎賞するだけに滿足して居る。？うして內 
部に起りつつあるものを無視して居るのである。ところで、私たちが、私たちの制作に自然の萬象の 
豐富ないのちを與へることが能きないのならば、寧ろ私達は繪筆と繪具とを投げ棄てる方がよくは 
ないであらうか。自然が片々たる細片に區分され、分割されることは最早これ以上澤(1!なことでは 
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^からう^ > し 

. ^私はデビューの時代以來、あらゆる點で〈職業藝術〉とは緣を斷つて來た"靴屋の職を覺え 
たり醫者の業務を覺えたりするやうに畫家のしごとを覺えられるものではない。 

埃及のピラミッドや、ヒンドゥや、支那や乃至は黑グ人の造形藝術の作品や、すべて さう いつた、實際に 
藝術家の內面的な必然の要求や、宗敎的な誠意から生れ出たものの前で、誰か^^を云々し得るであ 
らう0 / 

或る人々は•私が繪のうちに詩を持込んだといつて非難す る 〇眞實、繪畫に要求すべきものは別に 
ある。が、誰でもよいから偉大なる作品にして、多少なりとも詩の部分を含まぬ繪があるとしたら見 
せていただきたいものである！これはまた一つの作 ntllj を產み出させるィンスビレヱションを、 
爆. 發を信じるとい‘ふことを意味しない。 

私の勞作と一致するものは私の全生 ffi である。なほ、私は睡眠して居る間も、同じ：^なのだと S ふ。 
ところ•か人々は反對に、私が夏の休暇に花を描いたり、風景を描いたりして喜んで居るのを見て、^い 
てゐる。物を何によらす分類で片づけようとする要求が、彼等をして、私は時によつて詩人にもなれ 
ば、寫實家にもなるものだと想はせるのである！ 人よ、私は最早、幾らかの時を送つて來 r : その場所 
を固定する權利を有たぬのであらうか。 
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私は如何なる方法にょつても M - 個の|1織のうちに何らかの秩序のうち1:幽閉されるなん.ぞは^ 
平なのた。時折は夢見たものであつた、昔の僧院の修道士の如く、私にもま r : 完全に孤獨になれる日 
が來るであらうことを。 

ゴオゴリの〈死せる魂〉のために、私が非常な喜びを以て銅版畫を描くことが 能き たの も、ヴォラ 
!ル氏が最も自由なやり方で私自身を表現することを私に許して吳れ たから だ〇彼が私に對 して 
示してくれる信賴は»から t * 私を元氣づけてくれる。またそれが私に、ラ•フォンテ ヱヌの 「寓話』に 
スれる多くの着色版畫を完成することを可能にさせてもくれたのである〇私は續いて Qrque の 
ために次には Fsphetes のために一つのシリィズを計劃するであらう。然し私はヴァロ！ル氏の 
ところへ作品を持つてゆくたびに慄へるのだ 〇實 際、彼がセザンヌやルノ了1ルの同時代人で あり、 
友人であつたことをわたくしは忘れ得るもので あらう か。 

.私は大體が藝術に就いて云々する こと •か出来ないのである。私はいつも 他人から理解されない 
といふ危險を冒してゐる。藝術家に藝術に關して語る ことを 强ひ給ふな。藝術 に關して語る とい 
ふ技術は私達の技術ではないのである。 
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時折、殘念に思ふことは、私の混亂したプシコロジィは羅'典的精神とは異つてゐることを認める 
とである。若し殘念に思つてゐるとしたら、それは私が怫蘭西を愛し-その巨匠たちを尊敬するか 
である。巴里は私にとつて生きた學校であつた〕その空氣、その光、また雰圍氣から言つて0 
かくして私は怫蘭西に來て再生したのである0 


ら 
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マノレク•シァガノレを巡禮して 



アユデンホルトの《マルク 


シァガルの藝術》より 














































私達はこの稀れに見る畫家を禮譜すると共に、シアガルを噢賞する聲への巡禮の枕を とつて a る 
ことにしよう〇私達は先づフランスの批評家ワルトマル•ヂョルヂュが描いてゐる〈マルク•シ 
アガルとその作品〉と言ふ一文*を擧げる ことにしよう 〇これはヌヴ ヱル•ル ヴュ•フランセエズ 
社で刊行された《新フランス畫家叢書〉の第三十一卷 として 出たものであるズ私達は次にそ0.全 
文を擧げて見よう。 

★ 

二十世紀の美術の中に、シアガルを入れようと試みるならば-それは 恐らく ある 失收に終-5,ことで 
あらう近世の美術には一つの經歷ともいふべきものがある。 BP ちマネ h や、印象派.の®家達や、ル 
ノアル、セザンヌ、マチス等々の作品を通じて-そこに或る發展の跡をたどる こ.とが出來る 〇 b 述 
した畫家の大部分は、皆それぞれ立派な仕事を仕遂げてゐる。彼等の行蹟は 總て歷然として 听瞭で 
あるそれぞれ繪畫の外觀的な變形を行つてゐる。然しかれ等の畫家達は、皆 文學とか逸話の母體 
から パ ノしつつとつた选形的な要素を、最 & 重要視する ことを 是認してゐる。マルク•シアガル も亦 
先師達と は BI に彼と同時代の人々と一致した考へを持つてゐたのである。彼のタブ tl ' 才の技法的 
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な性質が•どれ程まで現實的であるにしても，私は彼の制作を支配した その精神が、どぅして生れたも 
のかといふことを、是非明かにしてみたい慾望にかられてゐる〕從つて此處で彼の藝術の本質的な 
特色を述べる次第である。 

偉大な空想家？さもなければ偉大なる畫家？シァガルの生涯は、一つの物語である。彼の藝 
術は、決して、筆にょつてなされる仕事からだけでみられる&のではない。彼の內部に深く 潜むで ゐ 
る魂の狀態の表示 rext 6 riorisatio 一一の上にみられるものである、」この年若い藝術家は、舊約聚書の傳 
說的な說明や、傳說、幻覺、等を導き人れることにょつて•現代の繪畫に强壯劑を與へたもの だ、と 言. つて 
もしも怪しむ者はなくなつてゐる。だが！ 

•シァガルは純粹に空想的な世界に生活し、又々ソくの隣人をも持つてゐた。しかも彼はこの世界を 
描いてゐる。彼にして.若し S ゥ斗リアム•ブレュク的な、さもなければルドン的な理想派的樣 式に 
陷ら中に濟んでをるとするならば、それは彼が他人との交際を斷たないでゐたからで あり、 又、彼の苞 
いてゐる夢や幻影が、現世的であり JL ハ體性を持つてゐるからである。この不思議な畫家にみる精神 
狀態は世の大部分の畫家•卽ち見るものを描いて一定した方法を出です、推斷に侬つて藝«上の大切 


34 


題を簡單に片付けてしまふやうな畫家達^それとは異つてゐる。現代人は(崇物信者)でもなければ 
信心家でもなく、といつて-ソルシ HI 法使ひ)でもない C 現代に於て、ファンタスティック(空想的なも 
の)とか、超自然的なものとかと言ふものは顧みられてゐない。無邪氣な人々の素朴な信仰、精神喪失 
者の口に出る譫言、幼い者達の戯れ等と.いふものは、アフリカの土人が神に捧げた彫刻物や、呪はれた 
詩人•達が空間に向つて、又その排他的な隱れ家の內で、屢々投げつける悲痛な叫び等のうちにみられ 
るものであ.る〕然らばリリスムと言ふものは最早や、 si はれてしまつ f : のであらうか？否さうでは 
ない、それは異つた形態をとつて存在する。新しいイカァルである人間が、空の征服を企てて遂り出 
す、金屬性の骨を持つたこれらの猛禽中に存在する。又、若しパブロ •ピカソが持つ H - ーグム(謎)、彼等 
が惜んでその祕密を人に洩すことをしなかつたそれらの謎の中にも、このリリスム感激)がみられる 
といふならば、科學がその神祕性を冒すことなく補へて、利用してゐる彼の未知の流 Ifl 體の中にも、そ 
れは存在してゐるのだ！シァガルの出現は.まことに當を得たものと言へる。經驗から得られるあ 
らゅるものを、悉く使ひ盡した憾のある一時代、0分を疑ひ、無意識的•な眞相を探り、天啓にょる宗敎に 
賴つて、そこに精神的な助けを求め、古い時代の神話を再興して、半世紀も以前ですらなほ、無智で野® 

な人類の發する奇妙な泣聲だ、と言つたかもしれないやうな原始的な才智の現れを、敬虔な態度でと 
り上げてゐる、かうした一時代に於て、彼シァガルはその存在の價値を持つてゐる、これ程多數の畫家 
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が、抽象的な觀念のうちに生活し、無味乾燥な活動をしてゐる 一//で、シァガルは樣々な觀念に色彩と 
形を與へることに、空想することに、思想の.世界を或る一つの神話の中に還元することに、實に稀れに 
みる才能を持つてゐたのである。.無數の天使と、良い天分との行列は、彼の後に從つて到る處一：彼と 
共にあつた。彼の作品が、ある時には彼の無邪氣な、子供らしい魂の具象化であり、或る時には神•祕主 
義に傾いてゐるが、又、樂しい仙境の影を宿した魂の現れである◦普遍的な魂？否-さうではない。苦 
惱から生れ、銳敏なブラック{種板)のやうに人 R }] の持つ樣々な感情の動きの音階を書き標す魂なので 
ある。 

、シァガルが《我が生涯 》 Fa v : e と題して、テクストの付いた畫帖を出版したのは、五六苹も前の こと 
である。この中には彼の生涯が物語られてゐる。彼の作品•か純職業的な繪畫の範圍を越ぇて-偉大 
なる 藝 術の水準に到達してをるのは何故であるか？ と 言へば、 それは總ての彼の作品には、主觀的 
な 幻覺が 跡を 殘 してをるからである。 

シァガルが フランスにやつて來たのは、丁度キュビスト•か 大宽の戰 ひをやつてゐる時であつた。 
彼が パリに接したのはこれが 最初で4) つたが、そこには別に觀るベく變つたものもなかつた。彼は 
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果してフランスの美學の影響を受けてゐるであらうか？彼はこの美學の命する所に從ふであら 
うか？ 本來頑冥で、敵意を持つことの好きな公衆の嘲笑を浴び乍らも、今この卓越した畫家は、明確 
な自分の歩みを進めてゐ气立體派は、幼い畫室の內で精進を續けてゐる。 

彼はヴィテブスクに生れ、フランスに來る以前に、當時は未だセン•ペテルブルクと呼ばれてゐ r :、 
レーーングラァドにある美術學校に學んだことがある。そこではレオン•バクストが敎鞭をとつて 
をつた。當時のべテルブルタで、幅をきかせてをつた氣取屋の畫家連が、こ.〇マルク•シャガルの天 
分を兎や角 i 非難をしなかつたのは•何ょり結構なことである。 

東部 歐洲 にある猶太人居留地を識 h 、 船の上から、その熱地の執拗な、又病的な雰圍氣を感じた者に 
とつては、ヴィスッラ河の屈曲した岸と黑海との間に竝ぶ、近東諸'國のこの小 a を造形的に取扱ふこ 
とは出來ないことらしい。ユトリロ •か描いた巴田 H の場末町の荒涼たる情景も、この町々の笑ひ聲一 
つも®えない、住む者はと言へば皆小商賣を營み、信仰を持ち、家庭の歡びに浸つて自分の出にのみ拘 
泥して數百年に亘る傳統の趿絆を斷ち切れないでゐる、といつたやうなか./っした寂寞さと•傷しくも 
悲しげな樣子とに比較するならば何んでもないことで*る。してみれば、シァガルは美術や文學の 
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扱つてゐるものと•全然離れた異つた環境の中で大きくなつたのである。猶太人の居留地が 再興 さ 
れたのは、極く新しい出来事である。シアガル*0幼年時代には、彼等猶太人がなほ全く孤獨な生活を 
送つてゐたものである。 

シ r ガルはこれらの要素を以て制作を行つた。洞察？占ひ？ 彼は未だ若い頃から、藝術を形 
作るマチ H 1 ルとなるものが、藝術的ではないといふことを知つて居た〇彼の魂は彼の周圍を取り 
まく猶太人達の影響を受けてゐる。彼は最初に、その色々な詩的な價値を見出し•嘲笑にょつて汚さ 
れたそれのもつ質朴な歡びを深く識へ、その誤りを明白にした。言はばその周圍は盛ル似クた又慘めな 
ものなのである！そこに行はれる道化芝居には、幻 ffi - が伴ひ、陰慘な芝居味が混つてゐる。つまら 
ない町、つま6ない人達、つま6ない生活、つまらない物語0シアガルは實にこの小天地を讃嘆しどれ 
を©て彼のイマジナションの尺度としたのである。色々なつまらない出來事も、こぅしてこの畫家 
にょつて展開されると、忽ち偉大な意味を帶びてくる。このつまらない町も、傳說の中の一つの 邑と 
な S る。シアガル•か私達に語るものは、敍事詩である。-幾多の篇に分れた敍事詩、その各篇は互に結び 
仴き、展開す^。それの持つ遙かなる！^響は、この偉大なる畫家の最近の作品の中にまで も 響び いて 
ゐる0 
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地方の小さな町•か、田舍に入り込んで、その生活を模倣し.自然と混然する。そこに於ては、人も動物 
も•共通な生活を送つてゐる"一家のうちに一般の生活に、常に繰り返へされるもの、それは、生誕、結婚 
死亡、勞働、祈り、信仰である"この町の風貌、それは、飾り付きの看板、薬葺屋根の下にグラグラするやう 
な小屋、その內に住む人達、卽ち黑い長衣を纏つた猶太人、長靴を穿いた百姓、大道商人、荷車挽きである。 
この町を自由に步きまわるもの、それは牝牛•山羊•豚•犬である。牝鷄は家の中に入り込んで餌 
を漁る。へブラィ語の碑銘が浮き出てゐる墓碑が立ち竝んだ墓地、その遙かには綠色の屋根が、ケン 
ケ燈から洩れる明りに內部を照らされてゐる* ロシ了敎會、厚いナップキンを敷いたやうな雪の平原 
日光が龜裂のやうにさし込んでゐる空には彷徨へる猶太人が"その空間を泳いでゐる。彼の初期の 
作品、町のパノラマ.に旣にあらゆる規則から解放された全體的な象微法に，彼シァガルは、現に存在す 
る色々な法則に無頓着に、又彼の唯一の德、十分に自分を表現することを可能ならしめた彼の純潔さ 
にょつて、彼の藝術上の活動範圍を擴大したのである。或る人々の眼には、一個の規律として映つた 
あの立體派も、彼にとつては解放への一つの新しい道であつた。未だかつて、ヴレサムブランス(眞實 
なるもの)に、心を惱したことの無いシ丫ガルは、自分のアンスピレィションの飛躍をも、なほ限らうと 
する al 々な朿繩を斷乎として破つてゐる"彼は立體派の樣式を利用した。然し多くの畫象がこの 




形式を以て、一つのモルフォ n ジィ(形態學)と兑做してゐる時に、彼はこれからあるポエティシクなも 
のを作り出してゐる"彼は獨りで自ら大成を自任する絕對的な繪畫の理論家達と爭つた。彼は最 
初、色彩と形態に關する美術上の問題において反抗した"彼は視覺的な又觸覺的なレアリテ、言ひ換 
へるならば、概念的なレ了リテを超越して、そ.の限界を破つてゐる"彼は現象の世界と•非論理的な表 
現の世界を殆ど常に理論的に再現し.分析するに外ならない立體派の形式主義に反對してゐる"彼 
は總ての繪畫を今•もなほ散文に結び付けてゐる繫ぎを斷ち切つた J シァガルに於て.繪畫は再び何 
等技術的な又美學的な規則に依つて、可能性を限られることのない s rll な眞情の吐露となり、神テ祕と 
なり，冷めたい理性には受け入れられないものであり、魂の.言葉となつたのである。 

かぅした畫家の仕事を年代順に追ひ、又明確に幾つかの時期に分類するといふことは非常に難し 
いことである。シァガルは自分の上に起つた幾つかの變遷に就てょく識つてゐる。彼は最初から 
筆とパレットを手にした時.旣にその仕事を完成するための、0分の方法を、總て頭の內に描いてをつ 
たやぅである。それから、彼は休みなく自己の完成を續けていつた。だが然し-彼の了ンスピラシ" 
ンの根柢は曲げられてはゐない。 
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彼の乍品(マルク•シァガルの作品は、一箇の齡がキであり ffl 々な形態の、龙大なる同錄のやぅなもの 
ではあるが、これを眞面目に語ることも|1\來るのであるから)には、到底、列擧しつくせない程1:多樣な 
主題*モティフ、對象が含れてゐる。ここには一繫の牧歌が ある j Bn ち、 i 人同志 J > 目 Sts f 散歩 J Prom 
esade 「誕生日 j Amiivcrsaire 等。これ等にみる數組の男女は 2 に固く a び fj いて重力の法 w に反* 
するものである。彼等は愛の力に支へられて、町々の上を、田舍の空を飛び、その影を遙かに投じてゐ 
る。又此處には莊重な静か>1、永遠なる悟りの所有者がゐる"又猶太人の老ひたるヴァイォリン 
1 1 いが.ゐる、.彼等は音樂にょつて、自己の魂を解放する。又此處には一人のセミット族の族長の鼻 
に重つて、木の梯の頂上に一頭の山羊がゐる。 

シアガ ルは一九一四年、大戰の直前に、フランスを去つ た。そして 卩シアに留り、ヴィテブスクに於 
て一つの美術學校の基礎を据ぇた。又モスクワの一劇場のために大きな 壁畫を描いてゐる。一九 
二三年、再び巴 S 5 て來5 大戰も、革命も、彼の畫に何等 S 化も與へなかった。諸國を巡り乂 
世界の表面を變化させた、血に塗れた大屬動のあつた間にも、中つと彼は自分のアンスピラションか 
ら得た夢を追つてゐた。此處には、幾つかの花•炎のやぅな調子を持つた跳躍がある"又此處には、 
，^場に於ける數景があ气卽ち-_£、ォレンヂ色の肉稱袢|て，血に塗れ、金色の砂を布きっめ 
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た土俵から逃れて女曲馬師、等。又此處にはオヴ H ルーーュの風景がある。家畜小屋•農家の廣い%:そ 
こでは愛らしい家畜族が、百姓も優しく交つて生活してゐる。又ここにはゴォゴルの.〈死せる魂〉の 
ための幾つかのオー•フォール(銅版8がある。その中には蠟人形のやうに、地主、士官、役人、宿屋•寡婦 
等、一八四〇年頃の、皇帝治下のロシアが、生彩陸離として綜合され、展開されてゐる。終りには澤山の 
色を用ひたグアッシュがある。これはフォンテヱヌの偶話の揷畫であつて、フランスの詩人の作品 
をば空想的な構圖の中に配置したものである。 

空想的な構圖の中にと言つておかう。だが現代の畫家の中で、彼ょりも一層深く內面的に.自然に 
透徹し得た者は一人もゐない。印象派の人々は光線を吟味し、プリズムを分解し•種々な太陽の光線 
を捕へた。彼等は傳統的な意味(:於ける〈アルテイスト〉たるに止つてゐる。彼等は光學上の樣 
樣な現象には注目した•か生存する動植物の生活に、 M 體を授けはしなかつた"若しもシァガルが私 
にとつて繪畫に於ける聖人のやうにみえたとすれば-それは彼が主の創り給へる最も賤しきものの 
上にも、愛を籠めて身を傾けたからであり、彼がそれ等のものの素朴な知られざる存在と、自分を共に 
したがためであり、自分をそれに融合せしめたといふためである。 

マルク•シァガルの樣式は、ナチュラ リス ムと魔法のやうなフィクションとの難かしい混へ CJ である。 
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こ 


.、の二つの要素は彼の作品に於て、混淆し交錯してゐる。彼の描くデッサンは、或は皮肉—氣をみ 
せ、或は選んだモデルを前にしての、質朴な專念さを現してゐる。•シアガルのオーフォ1ルのすで 
は、オガルト•ロランソン、ゴヤ、力5 ノレ•ドォミ H 等の名が口にされた。これはこの時こそ"これ 
らカリカ テユウルの先師達に祈るべきであるからである。彼の彩色法は私违 i 近にやる八フ类法 
を脫したやり方である。-^队の眞の性質を示すものは、部分的な乂物質的な色では」」…、す' 
表現し又それを周圍の黩圍氣の中に、渾然として融合せしむるものは流動し、輝く色ではな t それ 
は或は人の心を動かす、亂暴な雜色で t 、 或は畫面に句®を付け、穴—けたや，っにする樣々な色の 
きと化した狂風である。或は畫面に段をなした最した色から1ない樂譜である。或— 
糸で織つた、繊細微妙な綴織である。何故と言ふならば、シアガルは優れた力を持つ意志に征服され 
た—者のや，っに物を描く眠つた夢想家ではない。彼は何ょ"も自分の職を愛し、敬 f 優しさを 
以て、そ S 行ふ誠實なき S である。彼はそれを完成し遂げた時にすら、その作品に於ける 
勞動の德—れない。彼の最も幻想的な畫の一つに於て•彼が好んだ大地の召還は、空中で餅をつつ. 
く群として現れてゐる。シアガルは彼の藝術上に於ける純1、一般に明示しょぅ者 
に1かつて—の一杯の中で、制作された®;ルの一端にその注—促す。その繪で彼は長い間苦しみ 

疲れた。が然し又僅かな滿足を感じてもゐる" 
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テオドル.ドイブラアの《マルク•シアガル》よ V ) 





の 


が 



アロンソンの《マ，レク•シアガル》より 



今私達はワルドマル•ヂョルヂユの讃辭を耳にしたが、次にモリス•レィナアルが彼のフランス 
繪畫のアントロヂィの中で述べてゐるマルク•シァガル論*を擧げて、その巡禮をつづけて見よう。 

マルク•シァガルは一八八七年に、ロシアのヴィテブスクで生れてゐる。彼の少年時代は父の央 
服屋の店で過された。彼は一九〇七年に繪を描き始めた。サン•ぺテルブルグに於いて、彼はバタ 
ストの指導を受けたが、一九一〇年にパリに來た。.歐洲大戰とロシア革命は、彼を一九一四年から一 
九ニニ年までロシアに止まらしめた。彼はヴィテブスクにアカデミィを築いたが、再びフランスに 
歸り、今や彼はそこで永久に住つてゐる。 

彼は言つてゐる《私は幼少の時から、アパルトマンの壁を裝飾するより高級な目的を持たない繪 
の藝術的專問に反抗してゐた、私のしようとしてゐたことは、自然に反抗する人間の無力さに具體的 
な人間的な形式を與へようとすることである。私は決して自然に對して復■しようと試みたこと 
はないが、ただ自然に平行して表現を創作するに過ぎない。もしも私達が自分を表現しようとする 
* Maurice Raynal/Anthologie da la Feinture en France, Editions Montaigne, Paris 1917. 47 



ならば。私達は2:にそれぞれの個性を持つてゐる.又私達はそれを表現し ようとする 勇氣を持たね 
ばならない。私は私達が民衆を形づくつてゐると言ふことを記憶したい。然し私達が民衆藝術を 
愛すれば愛するだけ、私達はそれによつて滿足出來ない。何故と言ふならば、私達はそれをあまりに 
も排他的な、あまりにも限定的なものに見出すからである。私は感情の洗練に對して、文化に對して 
明白な趣味を持つてゐる。どんな單純な美的傾向も私を滿足させない〇私は一に一を加へて二に 
ならないことを信じてゐる、たとひその原理が技術的に又現實的に應用され ても、 私は はるかに暗い 
又深い私の自我の側面を探求することを好んでゐる。 

《私はたた印象派たけではなく、初期のキュービストの作品にも橫たはつて ゐる レアリスムを探 
索した。前者に於いては光の理論によつて分割?*れた外面的な風景の形式を捕へてゐる。後者に 
於いては第三四次面の研究に應じて變形された靜物を捕へてゐる。 

《 r し總てかうした槪念は、私にまだあまりにも物質的であるやうに思はれる。 自然と 言 ふものよ 
ただ外面的に又物質的に改められただけではなく、寧ろ I-J 面的に理念的に、「文學 j と言はれる恐れな 
しに改められたものだと私は信じてゐた。又私は私が正當であつたと考へてゐる。私が自分の制 
作を試みた十八年後の今日に於いても。かうした傾向は以前よりもはるかに强獒に、超現實主.義の 
名のもとに活動してゐる。 
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《未來主義は決して法外なも0-として私を刺戟しない V 何故と言ふならば第一未來派は技巧的な 
巧妙さの缺陷を許してゐるが、さうした傾向はキユービストに速度と言ふ要素以外に何物をも加へ 
ないからである。私の努力•かドィツの表現主義のそれと平行してゐるかのやうに記述されてゐる 
•か、それは文學的な運動か、さもなければ尠なくとも名目だけがあ i りに寫實的なもので、さうした事 
柄に私は責任を持たない。 

《私達は益々プロフ JC ショナリスムとか藝術から動いてゐるが、總ての畫派とか傾向から離れるこ 
とは現實的な和だけではなく、寧ろ精神に於いて、自然からの明白な如何なる表現形式にも置かれる 
ことが認められるだらう。 

《私がパリでどれ程良い仕事をしたとしても、私達はフランスに感謝してゐる。その雰圍氣、その人 
も自然も私の生活と tt の藝術の眞實の學校となつてゐる。 

マルク•シァガルの彩色された神祕主義は、現代の藝術に著じるしい感化を與へてゐる。表現主 
義にしても又超現實主義にしても、彼等は彼の仕事からある极本的な動向を 51 いたものである。そ 
れは彼等が自然的な或は人工的な異つてゐる感受性に應じて變形し又不自然にしたもので、彼等は 
それを利用してゐるのである。ベルギィ派の一部では、而かも、シァガルの製作を顯微鏡の一種とし 
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て用ひてゐる、それはフラマン派の傳統の最も獨自なものを明示してゐる〇彼自身の言葉による i 
らば、シァガ ルは 洗練された、心配らしい、子供らしい感受性#しんだ靑年時代の記憶に感化された僅 
かにロマン的な 氣 質のやぅな生活を尋ねてゐる。彼の畫筆から流れる表現は生活の抒情的な 旣念 
から導かれてゐる 、その 本質は一種のフモールであり、世の中に於ける英國的な感覺であり、言は ば、 生 
活の重大な見解-の悲慘と愉快な特色の混雜である。シァガルはさぅした感情を特殊な傾向とか、畫 
派とか、風 態の特徵ある外觀に從 ふことなしに、ただ彼のイマヂナシ ョンに よつて改造され混じられ 
た多くの造形的な記憶の感化の&とにのみ、かつて n マネスクの藝術家がなしたと同様に表現する0 
シァ カルの 藝術が獨自な又豐富な色彩感覺によつて特微づけられてゐると言ふ事實は"シアの 

浮世草紙に比較する十分な理由がない . アントン.コブルガア、デユラア、クラナッハ、バルド 

ング•グリイン、ロトルフの木版畫に十分匹敵する&ので、又ドランや我•かフランスの初期の石仮畫 
イマヂユ•デピナアルに相當する、。何故と言ふならば、シァガルの藝術に於いては 幻® W な動 句が 
ある、それは時として 揷繪 的であること6疑へないが、然しそれは新しい綺麗に 生み出した又高級な 
詩的 感受性の所產 である。 

それに加へ て 彼の 技巧は第一流の&のである。彼のイマヂナション、彼の天分は疑ひ 6 なくラ テ 
ン 人の 構圖の苛酷 さを排除してゐ ，る、 又そこには彼の嫌つ てゐる 無意味な人種的 差別の起る必要も 
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ない。然し 彼の微妙な藝術の確信と魅力を 感じない ことは 不可能で ある、そこでは 光の科 學>色彩班 
點 tachage 線的意圖 graphisme が非常に衝動的に、著じるしく銳敏な、本能的に巧妙なものと思 はれ 
る。又その新鮮にされた イマ ヂナシ ョンは、 貴重な、生き生きした、劇的な、喜劇的な又絕えす非常に新 
鮮で若若しいものである。 

シァガルの 繪畫 は、ドレスデン、コロヌ、ヴィズバ了デン、ェセン等多くの博物館に分散されてゐる0 
ロシアに於いては、アレクザンダア 三世. 博物館と 繪畫 文化博物館に見出される。パリではリュクサ 
ンブ ー ル竝に次のやぅなコレクションに見出される。力 T ガン caghs シァブシァ イ Chabchaj 
ルネ•ガフェ Ren 6 Gaff 4 ド•ブフイ De Beffie ラインハルト Re : 11 har t ザ•ダィヤル se Dail コ キ 
才 Coquiot リュネ•ポヱ Lugn tpoct ' ジァ ナ•シァヴァレ Jana Chavarel ランダヴィエ Linda vier ヴァン 
ナヴヱ Vinaver ヴァン•ディメン Van Diemen ムーー N Msnier フォンテエヌ Fontaigne ビアンネ^ 
Bienert ガルヴァン Garv 3 s ミユツツェンべッヘル Mut 2 : enbecher 

シァ.ガルは書物のために多數の鋼版畫を作つてゐる。ゴーゴルの〈死せる魂〉、〈ラ•フォンテェ 
ヌの物語〉 r ゥォラアル版}、〈七つの基本罪惡>。彼はシングの〈西の人氣者〉がレイーーングラアドで 
上演される時に、デザインを作つてゐる。 
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私達は次に^禮の杖を5 いてテオドル•ド イプ ラアの〈マルク •シァガ ル論〉に 1 了くことこし 
よう。 これは ロ ーマの vaori Plastici で出版されたもので、 イタリア 文とフランス文の二樣が試み 
られ てゐる2 私達はそれを 次に擧げて見よう。 


宇宙の寵兒が今私達人間の內に混じつて生きてゐ る。マルク•シァガルが その人^1 巾 話の 
皇子。彼にとつて色彩の感覺は絕對である。色彩は彼の持つ てゐる天上の王國であり、地上の領土 
である。未だ普通の人.間は、彼の色彩の王國に足を踏み込んで、 彼と同じやぅにしつかりと眞實にそ 
れを支配し、摑む ことは 到底出來な い。 シァガ ルの多血症の色彩が花の やぅに唆き誇つてゐる處に 
は總てがその眞實を現してゐる。その根柢に於てあらゆる强い感覺が完全に發 露してゐるからで 
ある。 シァガ ルの色彩は創造のそれであり、宇宙の眞である。 このロシア 人は恰も 神話を 物語るが 
[ in く 天地の魂を自らに物語る。自分の感情を說明する。物象の 深い深い 底を 見得る 資格を4蓆し 
* Theo Diiubler , Marc Chagall , Editions de Valori rl £ ci , Rome , 1922, 
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てゐるのである。然しそれは物象であつて謎ではない。 

シアガルはほんたうに物を自分の掌中に握つてゐる、頭の中に確實に蓄へてゐる、就中パッチリと 
眼を見開いてゐる時にさうだ。 シアガ ルは決してう つらうつらと 夢を見てゐない。彼は私達に彼 
の物語- CS を語つてきかせる J 

シアガルから 生れ出た小兒は、父親の小間物店で賣りさばかれ る。 然 P 未だ生れ出て来た想像は 
父親の眼から見て完全してゐない。其處で父親は非常な注意を拂つて色彩を塗つて行く、彼は黄色 
で味を付け、赤で風味を豐かにし-薄紫色の羅針盤に依つて平均を保たう とする ので ある" 何んとし 
た立派な薄紫色 だら う。彼以外には、 こんな 薄紫色は誰れも持ちあはせてゐない。シアガルは衡 
の平均を飛び越ぇる ことを 知つてるので、一般の人間はなかなか それに 追從して行く事が難しい。 

畫 面を見る とサモヮアー ルと 靑い衣服を着た男が對座をして ゐ る。黑と白とに塗られたサモヮア 
1ルがこの 繪の一番始めの畫想だつたに違ひない。 而 して 段々 描いて ゐる內 に、 シアガ ルの心の 
嘴管から流れ出て来たのは靑い軍服を纏つた男で、サモヮアールにその男が付け加へられた。サモ 
ヮアー ルを 眺めて ゐる〇その 靑い着衣の憲兵は怒つてゐ る、 心の平靜を保つことが出來な い、 帽子 さ 
へも 頭の 上に#かに落ち着い てる わけにゆかぬ、帽子は空中に飛んで行く衡皿のやうに飛び躍ねて 
ゐ る。 然しシアガ ルの 眼が留まる と共處に藝術的な平均が出来てくる"魔法使ひのやうに帽子を 
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被つてゐる男の頭の中には空想が顯れて來た〇卓子の上には小さな男女が、玩具のやうに小さな奴 
が踊り狂つてゐる。此等の小さな人物は平均を保つ爲めに置かれたのだ〇夫れは 私達には 一種奇 
體な平均である。然しこの男女の踊り狂ふ者をシァガル以.上に誰れ•か描かれるだらうか。彼等は 
サモヮ TI 刀の音樂に伴れて舞踏してゐる。この同じ畫面の中に、ブッブッと不滿をならしてゐる 
人間の頭が あり、 その傍に又ブッブッとにえたぎつてゐるサモ y アールが在る〇恒に平均を保つと 
言ふことだ。これを見ると自然と又同じ問題が起つて来る〈誰れが是れ以上に描くことが出来る 
か〉と言ふ問題。 

同じ畫面を見入つてみょう、畫面の奥の方に長方形の瓦で圍んだ窓がある。その窓を® して _ I 
その窓の中に —— 蒼く反射する、銀光を放つ月が出てゐる。花の唆いてる樹木が見えるが、それは優 
美を現した星だ。 . 

色々な物を付け加へるかわりに、畫面には夜が描出してある。火塊と恒星とがその夜を明かる く 
してゐる。その他に家がある。此等の總ての物が窓を通して見える。總て此等の物はシ T ガルの 
朐の中にある小間物店のやうに、段々と積みかさねられ、累曆を成す。要するに窓は抽斗のついた戶 
棚である。 

又或時、シァガルは板小舍をかいた。ここには新しい別種な語調で寓話が物語られてゐる。萬物 
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•か篩にかけられ、しつかりと描き出されて4>る。すべて天鵞絨の快さ•かある。私達はもう一度靑い 
服を着 r : 憲兵とサモヮアールの繪に立ち戾つて見るのに、暗い夜は釜の白色と結婚してゐる。それ 
を私達は嘆賞せずにはゐられない。黑い釜には親しげな月の光がさす。畫面は宇宙の眞實味で一 
ばいだ。 

往 々にして シァガルは紛亂 したロ ーマンティ シズ ムを私達に見せて吳れる。若い男は胴衣につ 
いてる ボタンを誇らしげに§1つばり、勳章を右の手に持ち、左の手には葉卷を持つてる。實際是の意 
味は疑はしく、曖昧で ある。 これは何を言ひ現はさう として ゐるのかしら。これは小兒の魄を解剖 
したもの かしら。 

この「靑い 衣服の男」 の 頭は 胴から 切り離されてゐる。指の股の間に感觸さる可き歡喜以外に、彼の 
腦中にはもう一つ他の大きな慾望がある。彼の頭は罐の方に飛んで行く、それは慾望に滿ちた頭の 
方向を示すものである。 テ H ブルの上に置かれてある大きな塊も食慾をそそる。その他テヱブル 
の上には半分人で、半分魚の怪物が眠る。 



ヱフロスの《マルク*シアガルの藝術》より 
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マルクレ*ァガノレ研究の文獻 



ツプ • スーポオの 


<tHor,e des vents 》. 卜づ 












現在刊行されてゐるマルク•シァガルに關する著作、畫集等の單行本を擧げるならば、恐らく次の 
數種に過ぎないだらぅ。 

(1) 一九一四年にギョム•アポリネ H ルの勸吿で、デルシユツルム主催のもとにべルリンで、マル 
クシァガルの展覽會を催したが、そのカタローグが最も早くシァガルを紹介したものと 言へ る。 そ 
の序文はギョム•アポリネ H ルが執筆してゐる。 

シユツルムではその後數葉の作品集を出し、それにはルナチァルスキイがロシア文のテキストヵ 
加へられてゐる。 

2) 一九一八年にエフロッスとテユゲルンホルトにょつて、澤山の寫眞版の入つた〈マルク•シ 
ァガルの 藝 術〉と 言 ■ふロシア文の著作が刊行された。 

(3) 一九二一年にエ フロ ッスとテユゲンホルトのドイツ文の〈マルク•シァガルの藝術〉が、グス 
タフ •キイペンホイ H ルから刊行された。 H フロッスが《王樣の着物》と言ふ序文のやぅなもの 
を書き、テユゲンホルトが〈藝術家マルク•シァガル〉と 言 ふ長論文を書き、最後に Z フロッスが〈シァ 
ガル論〉を加へてゐる。この著書は大版でもあり、寫眞の數も多く參考として良いものと思はれる。59 


4)一九ニニ年にテオドル•ドイプラアが、口 I マのヴァ ロリ. プラスティチから〈マルク•シ〇 
ァガル〉と言ふ、イタリア文とフランス文の二種類の小册子を刊行した。篇の選擇は良いが、製版 
が粗雜な點•か最 も缺陷と言ょね.ょ^るま、。 

百)一九二三年にはカルル.ウィトが、ライプ、ソィヒから《ユンゲ.クンスト》の一'册として〈マ 
ルク•シ.，ガル〉を刊行してゐる。この小册子は寫眞の選出が惡く、注目すべき作品で出てゐ.ぶ、 
ものが多い。 

(6) 一九二三年にはアロンソンが、ベルリン.のラツム社からロシア文と广イツ文の二樣の〈マル 
ク•シ T ガル〉を刊行してゐる。これには原色版一葉が加へられてゐ るが、 製版が粗惡でぁる、し 
7)一九二七年にはリヒテンシュタインが、パリのル•トリアン社から蒼 _ 文の〈マルク. 

シァカル〉を刊行してゐ る。 

(8) 一九二八年にはフルドマル•ヂョルヂュが、パリのヌヴ，ル•ルヴ r フランセエズからレ 
•パントル•フランセ•ヌポオの一つとしてへマルク•シアガル〉を刊行してゐる。この小册子 

は實に良く編輯されたもので、論文と寫眞の選擇の良い のが 注目される。 

す)一九二八年には了ンドレ•サルモンが、パリのクローー クニテュ • ヂウルからフランス文の〈マ 
ルタ•シァガル〉を河行してゐる。これがシァガル畫集として最も大きい、又最も重要なものと言 


マルク•シアガルに關する記述を揭載してゐる著作を擧げるならば、大體次の數種であると言へ 
るだらぅ。 

( 一 ) Gustave Coquiot, Cubistes, P り ss 41 .stes, 一 puturistes. 1914 

このコキオの著作が最も早くシアガルの藝術を認め、又正當に紹介したものと言へるだらぅ。 

(bo) Maurice Ravnal, Anthologie de la pemture en France, 1927 • 

(w ) Florent: Fels, Propos cTartistes 
ハ 4 )aalsfDcendrars,olxlneub pocmesasiastiaues 
ハ b ) Hermann Bahr,Mxpresslonlsmus. 192 p 
( 6 ) Carl Einste.n, Die ICunst destopJahrhlmderts, 1926 
( 7 ) Max Osborn, Gesch .eh te derwull t> 1920. 

( 8 ) Fritz Burger, szamle undffiodler, 1920. 

( 9 ン Paul Schmiat, D.ewunt: der Gegenwart,. 
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雜 If に揭載されたマルク.シアガルに關する論文の主なるものを次に擧げて見ょぅ 

(1)Roger Allard, Les Ecrit Francais, 1914 
(fcc) La Cote, 1 9S —1914. 

( 3 ) Sturmbilderbucher nr • 一 . 

(4} Kunst und Kunstler, 1920 . nr. 4. 

( 5 ) Der Cicerone, 1920 . nr. 4. 

( 6 ) Feuer, 1920 , nr. XL 
( 7 ) Das Ksstblak nr • 一 . XII. 1921, 1922, 1926, 

(8) Les Feuill's Libres, 1922 , No. 「 5, 1924 No. 37 
( 9 ) S 61 ectioll, 1924 , N03 IV, IV; 192 5 Nos III. et 7 ; 192 パ no XIII. 

( 一 0) Das Zelt, 1924 , no IV. 

(110 Diewlmst, 1924 , no. 

( 一 2) The Meuorah Josual, 192 4 Nos VIII, XL 
(13) The Bail, 1924 , Nos. II, VII et XL 


(14} Derouerschnitr 
(15) Cahiers du Sud, 1926 , Nos V, VIII,IX 
(16} La Nouvelle Revue Fraucaise, 1925 , no II cts 26 , no IV. 
rc Les cahiers du mois, Ncs IL 12. 

(100 〕 1 /art vivant, 1925 , XI 192JVII. 

(19} L-amour de I/art, 1923 , No X. 

(20〕phiers cTart, Nos IV, VI, DC 

(2 r tdulletinde I/art Frallsis et Japonafs, 192P 

a 本で最も早くシアガルが紹介されたのは、大正十二年の九月號の.《中央美術》にテオドル•ド 
イブラ T § 〈マルク，シアガル〉が抄譯 された のに初 ま ると 言つ て.良いだら ぅ a 

大正十四年の十二月 號の 《中央美術》には、 ベン•ウイッツの〈シアガルと藤田〉 と 言ふ論文が 
甲斐二刻氏にょつて譯載され?:。 

大正十 Ji 年の二月號の<了トリ H 》 は、シアガル硏究と言ふ特輯を試み、仲田定之助、中原實-村山知 
義、辻恒彥、野川隆の五氏が執筆してシアガルを論じてゐる。その年の《みづ裊》に里見勝藏氏が初 
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めて畫家としての立場から‘自分の感覺に訴へた〈シァガル論〉が發表された' 

昭和三年の八月號の《中央美.術》に拙稿〈マルク•シァガル〉を發表して、シ T ガルが シユ ー 
レアリスムの運動に暗示を投げた.ことを論じた〇これに對して當時在佛中の福島繁太郞氏は、シ 
ガ，ルがシ广1ルレアリ.ストでないことを美術新論に書かれた〇私はシァガルをシユールレアリ 
卜と言ふのではなく、シユ . 1ルレアリスムがシァガルから發生すると考へるので*レイナアル等も 
の考を肯定してゐる。里見勝藏氏が昭和七年十月號の「セルパどに、マルク•シァガル論を書き、又 
の點を肯定してゐる。 

この外に招著 f 現代世界繪畫總論 r * 新フランス繪畫硏究」に於いてシァガルを論じてゐる。 

他にも斷片的なものがあるかも知れないが、大體私達の眼にふれたものを記して置き^、。 
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